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正⽅⾏列（n×n ⾏列）の固有値について
A-1 n×n 正⽅⾏列 A が n 個の線形独⽴な固有ベクトル  を持つ
ならば，Aは対⾓化可能である．

 , k=1,2,...n.

⾏列を P を   と定義すると

である．またPは固有ベクトルを並べたものだから，逆⾏列 が存在する.  (⼀次独⽴性によ
る）:

従って 

A-2 実対称⾏列の固有値は実数である．
 である．この式の複素共役をとって .  

またエルミート共役（複素共役転置）をとって， .

ただしAは実対称だから . これらを⽤いれば .

左辺は  と変形されるから .

A-3 実対称⾏列の異なる固有値に対応する固有ベクトルは直交する．
A が対称⾏列であるから，  ．

また左辺は ．ここで  であるから   となる．
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